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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・柞木田　翔様～東病棟Bユニット3号室に医療保護入院となる。
・佐々木　いと様～東病棟合併症室に医療保護入院となる。

【転入】
・松谷　さと子様～西病棟Bユニット31号室→東病棟Aユニット16号室に転入となる。

【転出】
・山下　幸子様～東病棟Bユニット1号室→西病棟Bユニット30号室へ転出となる。
・飯田　修子様～東病棟Aユニット16号室→西病棟Bユニット30号室へ転出となる。



＜患者様連絡事項＞
・今　ミヱ様～本人から排便困難感の訴えあり、グリセリン浣腸を施行している。
　　　　　　　また、インフルエンザワクチン接種を施行している。

・江刺家　惠子様～インフルエンザワクチン接種を施行している。

・和田　純也様～ご家族が迎えに来られ外泊訓練に向かっている。

・中田　八重子様～GH「赤とんぼ」スタッフ来院。病棟看護師より本人の身体・精神状態について情報提供する。結果、同施設での受け入れ可　今月中の入所として調整していくとの事。
通院先：おおぞらCL　初外来日：調整中
インフルエンザ予防接種済ませて欲しいとの事で日程調整中

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
[bookmark: _GoBack]・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。暫く自室内で胡坐をかいて過ごすが、他室侵入ある事から早めに開放観察終了としている。脱衣・不潔行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。	

＜村上Dr.診察情報＞
・佐々木　保夫様～南病棟への転出許可あり。

・豊川　洋子様～南病棟への転出許可あり。

＜柞木田Dr.診察情報＞
・豊川　京子様～口腔内乾燥しており、定期的に水を含ませ潤いを与えるようにとの指示あり。

・和田　昌様～主治医よりLAIは次週頃を目安に検討と。本人も説明に同意される。

＜入院患者様情報＞
①時　　間：令和5年11月24日　12：38
　氏　　名：柞木田　翔　様
　生年月日：平成6年6月10日(29歳)
　病　　名：自閉症スペクトラム障害
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東Bユニット1号室
　
　＜経過＞
　　中学生頃から過剰に丁寧で独特なコミュニケーションが目立ち、感情の起伏が激
　しくなり、自分の思い通りにならないと不機嫌になり、粗暴行為に及ぶなど行動の予
　測が付かなくなることが頻繁であった。中学3年時の修学旅行で女子生徒に陰口を言われるのを聞いてから恐怖感が増大し、身体不調を認めて教室に居る事ができなくなり、適応指導教室の利用が中心となった。学校カウンセラーへの相談を経て平成21年12月14日八戸市立市民病院精神神経科初診。適応障害の診断で治療開始となり、カウンセリングと薬物療法開始。定時制高校へ進学し、女子生徒がいない環境で落ち着いたため、平成22年7月15日終診。高卒後、平成26年3月から内装の仕事を始めたが、1ヶ月もしないうちに上司に叱られたことで脱力、動悸、息切れが出現し、平成26年5月20日前医受診し、以後通院継続。この間も非社会的な生活に終始し、感覚過敏などもあってアパートでの生活が困難で、静かな環境を求めて祖父母宅に身を寄せるなど生活をしていた。令和5年9月ギャンブルと借金を繰り返し、祖母宅を出入り禁止になったが、その後も借金を繰り返し返済困難となった。令和5年9月6日縊頚を図り前医へ救急搬送。同日同院へ医療保護入院した。入院中、他者とのトラブルあり、個室対応。外泊訓練を経て、同年9月19日自宅退院。退院後、周囲の音が気になり易怒的になるとの事で、祖父母宅での生活を再開。主治医転勤に伴い、令和5年10月6日当院紹介初診。 以降当院への通院・服薬を継続していた。多額の借金や家族への暴言、希死念慮の訴え等があり家族が対応に疲弊しており、グループホーム入居へも本人の強い拒否がみられていることから、症状改善・環境調整目的で医療保護入院となる。

②時　　間：令和5年11月24日　13：00
　氏　　名：佐々木　いと（ささき　いと）様
　生年月日：昭和4年3月22日（94歳）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室
　
　＜経過＞
　　H20年前に湊病院に老人性うつと診断を受け、治療を行っていたが東京
　にいる娘と同居するようになってから症状が快方に向かい治療を終了。し
　かし、孫に対し攻撃性を向けるなど精神状態が不安定となり、家族関係悪
　化し階上町に帰郷している。R2年頃には物忘れや易怒性、何かを盗られた
　と話すことが顕著であり、長女に対して電話で執拗に攻めたてることもあ
　った。R2年8月25日に鑑別診断・専門治療希望され当院初診。軽度認知障
　害の診断にて薬物療法開始したがすぐに中止し、介護保険申請してその後
　は半年おきに経過フォローを行っていた。R4年5月に経過フォローのため
　に受診した際には認知機能低下が進んでおり、診断名をアルツハイマー型
　認知症へ変更して改めて薬物療法を開始する。その後通院治療を継続する
　も、認知機能低下に加えて過敏性の亢進や物盗られ妄想、被害妄想、不安
　感等の精神症状も顕著にみられており、また生活機能も低下し絨毯や衣類
　を灯油まみれにしていることもあり、家族も対応に苦慮していた。利用中
　のデイサービスでも帰宅願望強く、不穏・興奮状態になることもあり対応
　困難となっている。家族から施設入所を希望する訴えもあり、症状改善・
　環境調整のために医療保護入院となる。






